
　６月の「食育月間」にあわせて、今後の給食の計画を立てるためのアンケート調査を実施

しました。
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問１ 給食はすきですか？
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できたてのものを食べることができる

友達と一緒に食べることができる

家では食べたことがないものを食べる…

毎日ちがうものを食べることができる
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問２ 給食がすきと答えた理由（複数回答）

給食が「すき」または「どちらかというとすき」と回答した理由で最も多かったのが「おいし

い」（１０６人）、次いで「栄養のバランスがよい」（５８人）、「毎日違うものを食べることがで

きる」（５５人）でした。自由記述では「誕生日メニューがあっておもしろい」や「手作りのパン

給食が「すき」または「どちらかというとすき」と回答した人は、全体の９４％でした。給食が

「きらい」または「どちらかというときらい」と回答した人は、全体の５％でした。



全体的に薄い
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問４ 味付けはどうですか？
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家では食べたことがないものが出てくる
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問３ 給食がきらいと答えた理由（複数回答）

給食が「きらい」または「どちらかというときらい」と回答した理由で最も多かったのが「苦

手なものが出てくる」（８人）、次いで「量が多い」（４人）、「おいしくない」（１人）でした。自

由記述はありませんでした。

全体的に「薄い」と回答した人が１２％、「ちょうどよい」と回答した人が８４％、「濃い」と回

答した人が４％でした。

自由記述では、「酢が強いと感じることがある」（１人）、「ちょうどよい時と薄い時がある」

（１人）、「スープが他の料理りより薄いと感じる」（１人）という意見がありました。



毎日全部食べる
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問５ 給食を残さず食べていますか？
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問６ 給食を残す理由について （複数回答）

「毎日全部食べる」または「ほとんど残さず食べる」と回答した人が６０％、「ときどき残す」

または「毎日すこし残す」、「毎日たくさん残す」と回答した人が３９％でした。

給食を残す理由として最も多かったのが「苦手なものがある」（３７人）、次いで「量が多す

ぎる」（３２人）、「時間がない」（２１人）でした。



問９　給食について、何か気になること、困っていること、望むことなどがあれば自由に書いてくだ

　　　さい。

・特に気になることはありません（５６人）

・給食のレシピを教えて欲しい。（１人）→今年度から、１階食育掲示板に掲示しています。

・いつもおいしい給食ありがとうございます。これからもよろしくお願いします。（２人）

・できるか分からないけど、ごはんの量をもう少し減らして欲しい。（１人）

・デザートをもっと食べたいです。（１人）

・今までどおり、甘いものが出ると嬉しいです。（１人）

・台湾料理を出してほしいです。（１人）

・さけるチーズを出してほしいです。（１人）

・主菜が冷えている時があるので、できれば温かい状態で食べたい。（１人）

・牛乳以外の飲み物も定期的に出してほしい。（１人）

・これからも給食を残さずに食べたいです。（１人）
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問７ ごはんとパンどちらが好き？
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問８ 給食時間でどんなことを学びますか（複数回答）

「ごはんがすきな人」「パンが好きな人」「どちらもすきな人」が、ほとんど同じ割合でした。

給食で学ぶことの理由で最も多かったのが「地産地消」でした。今年度は、毎月の食育の

日で「地場産品」の紹介をしています。継続して実施し、給食を通して地産地消の理解を深

めることができればと思います。


